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主論文の要約 
Association between sleep apnea and overnight hemodynamic changes in hospitalized heart 
failure patients with and without paroxysmal nocturnal dyspnea 
「急性心不全患者における発作性夜間呼吸困難と夜間血行動態の変化および睡眠時無呼吸症の関
連性」 
東京女子医科大学 循環器内科学教室 
（指導：萩原 誠久教授 
柳下 慈子 
Journal of Cardiology 61 (2013) 348–353 
【目的】 
急性心不全患者に伴う発作性夜間呼吸困難と夜間血行動態、睡眠時無呼吸症の関連性を検討する。 
【対象および方法】 
2006年5月から10月の間に東京女子医科大学病院で急性非代償性心不全の診断で入院した左室収縮
能低下患者連続28人を対象とした。入院後安定期に、右心カテーテル検査、簡易ポリソムノグラフ
ィー検査と睡眠前後の血漿心房性ナトリウムペプチド(ANP)を測定した。急性心不全発症時に発作
性夜間呼吸困難を有した群と有さなかった群において、睡眠時無呼吸の重症度と睡眠前後での ANP
値の変化を比較検討した。 
【結果】 
発作性夜間呼吸困難の症状を有した患者は10症例（36％）であった。両群において、年齢や性別、
左室収縮能などの背景に差は認めなかった。発作性夜間呼吸困難を有した群では、虚血性心疾患を
基礎心疾患とする症例が有意に多く、無呼吸低呼吸指数および中枢性無呼吸低呼吸指数が有意に高
かった。右心カテーテル検査では、両群とも肺動脈楔入圧は睡眠前 ANP 値と強い相関を認めた
（R=0.71, p=0.002）。多変量解析にて発作性夜間呼吸困難に関連する独立した因子は睡眠時無呼吸
症のみであった（OR 1.24，95%CI 1.05-1.47，p=0.011）。また発作性夜間呼吸困難を有さなかった
群では、睡眠により ANP値は低下したが、発作性夜間呼吸困難を有した群では、睡眠前後で睡眠に
より ANP値は有意に上昇した。睡眠前後の ANP値の変化は睡眠時無呼吸の重症度に関連していた。 
【考察】 
急性心不全における発作性夜間呼吸困難は左房圧上昇による肺うっ血の症状として生じるとされ
ているが、その病態生理については不明な点が多い。本研究では急性心不全患者における発作性夜
間呼吸困難の症状出現は、夜間の臥床による血行動態悪化および睡眠時無呼吸症の存在が関与して
いることが示唆された。心不全患者における夜間の症状緩和の治療介入として睡眠時無呼吸への治
療は有用な可能性があると考えられた。 
【結論】 
心不全患者における発作性夜間呼吸困難は、血行動態悪化と睡眠時無呼吸症の存在が関与すると考
えられた。 
